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【参考】長浜土木事務所の取り組み 
■長浜土木事務所の取り組み  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内閣府：「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイド

ライン（案）」 平成２６年４月改訂
平成 27 年 9 月関東・東北豪雨による鬼怒川の決壊（約 200m） 

委員会による堤防決壊原因の特定について【要約】 
・記録的な大雨による水位上昇で、決壊区間にお

いて、越水が発生した。 
・越水により、川裏法面の侵食と法尻の洗掘が進

行し、決壊の可能性が大きい。 

・越水前の浸透によるパイピングが、決壊を助長

する可能性は否定できない。 

【避難を促す緊急行動】H27.10.5 
－課題－ 
・家屋の倒壊、流出 
・避難判断、広域避難のあり方 
・長時間・広範囲の浸水による多数

の孤立者 

決壊箇所 

鬼怒川堤防調査委員会資料 

「水防災意識社会再構築ビジョン」平成 27 年 12 月 11 日国土交通省 水管理・国土保全局

【一般的な対策】

 
堤防天端舗装 
法面植生工 
法尻洗掘防止工 
 
 
護岸工 
根固め工 
 

 

 

ドレーン工法 
表法面被覆工法 
川表遮水工法 

【管内のＴランク河川の対策】

★人命被害リスクが高い河川・区間から対策実施 
 

既設アスファルト舗装、植生状況で一定の効果 
 

 

 

既設のコンクリート護岸や根固めブロックで 
一定の効果 
 

 

浸透流解析により適切な対策工法を選定 
・外力は堤防天端水位 
・安全度を相対評価 （人家と農地の比較） 

長浜土木事務所の取り組み

超水

①危機管理型ハード対策（越水対策）について

・Ｔランク河川の対応により、人命被害リスクが高い箇所から、堤防強化等の減災対策を実施している。 
・越水対策については、既設アスファルト舗装や裏法植生状況等が、一定の越水対策効果を果たしていると見込んでいる。 
・国で実施されている“粘り強い構造の堤防等の整備”に関しては、その技術基準が参考になるものとして注視している。 
・浸透対策における設計外力は、越水相当の“堤防天端高水位の外力”で検討している。 
 
②浸透（漏水）、侵食に対する水防対応等について 
・これからも危険個所等の防災情報整備に努めるとともに、漏水や堤防の変状等の状況について市と県が情報共有に努めながら水防にあたっていく。 
・平成２５年災害における県内での破堤事例、鬼怒川の決壊事例を受け、堤防管理の重要性を改めて認識している。 
・ガイドライン改訂で浸透、侵食に対する現場監視体制の重要度が更に高まったと認識している。 
・今後は、重要水防区域を踏まえた重点監視区間の設定や監視体制の確立、市と県の連携、役割分担について、仕組み作りを整える必要性を認識している。 

姉川・高時川の河川整備（案）について 平成 28 年 2 月 28 日資料 
姉川・高時川堤防強化工事

（ドレーン工）

ドレーン材（栗石）により 
堤体内の湿潤面を低下させる 

侵食

浸透 
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　■長浜土木事務所管内図


